Rififiai 家庭用 


巧巧説明書 

保証書別添 


リル付ガステーブル 


口 々 

□□ ろ 

型式の呼び 

KGE-M661VFS(SL)L 

RTS-M660VFS-L 

KGE-M661VFS(SL)R 

RTS-M660VFS-R 



〇全ロセンサー搭載 

ンヴーコン □ 


このたびは、リンナイブリル付ガステーブルをお買い上げ 
いただきまして、まことにありがとうございます。 


よく読んでま全に正しくお使いください 


♦ご使用の前にこの取扱説明書と別添の保証書をよく 
お読みのうえ、安全に正しくお使いください。 

参お読みになった後は、保証書といっしょに大切に保管 
してくださし、。 

♦この機器は家庭用ですので、業務用のような使いかた 
をされますと著しく寿命が短くなりまず。 

♦この機器は国内専用でず。'海外では使用できません。 
♦取扱説日月書を紛失した場合は、お買い上げの販売店、 
またはもよりの当社事業所にお問い合わせください。 



こんなときも 
あわてないで 



参火が消えた 
参火がつかない 
参火がルさくなった 


Si センサーコン□の 
ま全機能がはた!5い 
ています 


羊しくは38ぺージをご覧ください 


























なるほどたま, & Si センサーコン □ 

温度を見守る温度センサーで、安 il > 便利機能を巧実させた 
新しいコン□でず。 


ご W こ万一の;'肖し忘れや、 

當 、天ぷら油の過熱を未然に防止 

ご^こなべ底が高温になると、 

苗 、自動的に弱火になる安全設計 

煮ものなどで 

- WC 焦げつきはじめると、 

旨 初期段階で自動;'肖火 


①通常時 

温度センサーのはたらきにより、炒め 
ものやいりものなど比較的温度の局い 
調理や、なべの空焼きをしたときに、 
強火•弱火を自動で調節したり、自動 
で火を消したりしまず。 


温度センサーのはたらき 



時間 ► 


②高温調理時 

高温調理は温度センサーがまつたく作動しなくなる機 
能ではなく、①お苗時よりも高い温度まで調理できる 
機能でず。高温調理を使用した場合でも、なべの異常 
過熱を防ぐために、強火-弱火を自動で調節したり、 
自動で火を消したりしまず。高温調理にしてから最長 
30分で自動で火を消しまず。 

高温調理中は、焦げつき消火機能や天ぷら巧過熱防止 
機能は作動しません。 


















お P 3 い合わせのをい頃目でず 


詳しくは [y 38ページ 


D 勝手に 

义びかさ <なつたり、 

义び消える 

■ Si センサーコン□のち全機能が 
はたらいていまず。 

旦高温調埋にしたのに、 

勝手に义がかさくなつたり、 
义び消えたりする 

■ ずべてのち全機能が解除された 
わけではありません。 


回义がつかない 

■もしかして乾電池？ 



® ■焼網は使用しない Q 

トッププレートに落ちた;'由な ク 

どが発火したり、機器の異 
常過熱のおそれがありまを 


ち< じ 

各部のなまえ . 3 

安全機能 . 5 

安をなご利用のために 

安全上のごを意泌ずぉ守りくださし、） •.. 6 

安全上のこを意嚴置編） . 7 

安全上のごを意(使巧編） . 9 

このコン□にごいて_ 

機器の設置 . 15 

乾電池を入れる . 19 

知ずおいていただきたいこと • • • • 20 

毎曰のほいかた 

コン□の働、かた湛本の操伯 . 21 

炒めもの • しのものをする . 23 

グリルの使いかた . 25 

長<ご利用いただ<ために 

日常点検とお手入れの道具……29 

ぉ手入れのしかたロン。 . 31 

お手入れのしかた(ブリル） . 33 

よくあるご質問 (Q&A). 34 


ブザーが鳴って、こんな表示が出たら39 
交換部品•別売部品のご紹介••4] 
長期間使用しない場合/仕様•寸法図42 
アフタ-サ-ビス/廃棄時のお願い裏表紙 
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参図は強义カバーナーび左側の機器で説明してあります。 


ごとく 


強乂カバー ナー 


品名衷ル位置- 



酸 



グリルとびら 


ブリルとびら取っ手 



グリル焼網 
ブリル皿 
グリル皿受け 


ごとく 

•標準バーナ ー 

-グリルが気 □ 

-グリルが気□カバー 

-トッププレート 


'mW 


強火カバーナー用 
乂力調節つまみ 


標準 バーナー 用 
火力調節つまみ 


上火グリル用 
乂力調節つまみ 


電池ケース 


強火カノ ナー用 
点火□ックつまみ 



一下乂ク'リル用 
火力調節つまみ 

-ブリル用 

操作ボタン•表示窓 


標準 バーナー 用 
操作ボタン-表示窓 


強火カノ ナー用 
操作ボタン*表示窓 


標準バーナー-グリル用 
点火□ックつまみ 




























機器が自動で料理の種類を判別し、焦げつき;'肖火機能や天ぷらミ由過熱防止機能などの安全機能 
を選がしまず。（通常に使用できる状態）点火初期は、自動判別機能に設定されていまず。使用 
中各モードを取り;'肖ずと自動判別機能に設定されまず。 


け票をパ'- ナー 


[標準バーナー~^ 


天ぷら油過熱防止機能 _ 

調理;'由が過熱されると、自動で火力調節し発火を防ぎまず。 -^ - 

この状態が約30分続くか、または弱火の状態でも温度の上昇が — ♦ 叫 

続くと、自動で火が;'肖えまず。 ご\」 

焦げつき消 火機能 

煮もの調理などでなべ底が焦げつくと、自動で火がミ肖えまず。 -^ 

なべの材質、調理物の種類、火力によって焦げの程度は異なりまず。ドっ 
※なべ底にこんぶや竹巧などをしいた調理では焦げつきミ肖火機能が /ご苗 

正甫にはたらかないことがありまず。 

高温白動温 度調節機能 ( 標準バ-卜ぅ 

炒めもの調理-いりもの調理など比較自勺温度の高い料理や、なべの空焼きをしたときに強火- 
弱火と自動で火力調節し、なべの異甫過熱を防止しまず。 

この状態が30分じ(上続いた場合、または弱火状態でもセンサー温度がさらに上昇した場合は自 
動で火がミ肖えまず。最初に弱火になったとき、ブザーが r ピピピッ」と]回鳴ってお知らせしまず。 
調理に支障があるときは高温調理（強火カバーナー）をお使いください。1:^23ページ 


コン□消し忘れ消火機 能_ 

コン□バーナーは点火後、約2時間で自動で火が;'肖えまず。 

I グリル消し忘れ消火機 能_ 

グリルは点火後、約] 5分で自動で火が;'肖えまず。 

ただし、グリル庫内の温度が高い場合、約10分で火が;'肖えまず。 

立消'え安全装置 _ 

煮こぼれや風などで火が;'肖えると、自動でガスを止めまず。 


(標準7\'-ナー’^ 


。かレ- 


リ票を バーナ ー) ( ク'リル 



コン□•グリル操作ボタン戻し忘れお知らせ機能 amnmm C ~ w ルつ 

自動で火が;'肖えたり、安全機能により火が;'肖えたときに、操作ボタンを戻し忘れると、1分ごとに 
ブザーが「ピピッ」と5回鳴ってお知らせしまず。乾電池が;'肖耗ずるので、ずぐに操作ボタンを戻して 
ください。ただし、他のバーナーを使用中は、ブザーは鳴りません。 


グリル過熱防止センサー 




魚などの調理物を入れずに空焼きした場合や、グリル庫内の温度が異甫に高くなった場合に自 
動で火が;'肖えまず。 


グリルお知らせブザー 


巧 I 麻 


グリル点火後、約3分ごとにブザーが「ピピッ」と]回鳴って、ブリルが使用中であることを 
お知らせしまず。 


白動判別機能 


安全機能 
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まを上のご注意（鮮ぉ守りくださし、) 


■お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、 
必ずお守りいただくことを次のように説明しています。 

下に示す表示と意味をよく理解してか5本文をお読みください。 


| A 危険 

この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が死亡、重傷を負ラ危険、 
または火災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示していまず。 

IA 警告 

この表示を無おして誤った取扱いをずると、人が死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性が想定される内容を示していまず。 

IA ま意 

この表示をおおして誤った取扱いをずると、人が傷害を負う可能性や物的 
損害のみの発生が想定される内容を示していまず。 


■絵表示には次のような意味があります。 


A 危険 


この表示をおおして誤った取扱いをずると、人が死こ、重傷を負ラ危険、または 
火災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示していまず。 


火気禁止 


ガス漏れに気づいた6 

■絶対に义をつけない 

■電気器具（換気扇など）のスイッチの入/切をしない 
■電源プラグの巧き差しをしない 

■周辺で電話を使用しない 

炎や火花で引火し、爆発事巧を起こずことがありまず。 
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ッ チ 6 、參) 

火気禁止 



火気禁止 


〇 


■すぐに使用を中止ずる 

① ガス栓を閉める。（つまみのない 
ガスコンセント接続の場合は、 
ガスコンセントからソケットを 
はずず） 

② 窓や戸を開けガスをタトへ出ず。 

⑤タトに出て、もよりのガス事業者 

(供給業者）に連絡ずる。 


①火を消す 


②窓を開ける 



/|\この絵表示は、気をつけていただきたい r 注意煥起」内容でず 

この絵表示は、してはいけない 

W 「禁山内容でず ^ ^ 

(S 

分辭禁 u 

) 

L 

この絵表示は、必ず実巧していただきたい「強制」内容でず i 

摸 

霞 

! 気必要 



B 盡上 G ご謹®ず^{すく宴い) 
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① 

分阐禁止 


■絶対に改造 • 分解は行わない 

一酸化炭素中毒、ガス漏れ、火災、作動不良の原因になります。 


Q 


■機器の銘板に表示してあるガス種（ガスグループ） 1 U 外のガスでは使用し 
ない 

参表示のガス種が一致していない場合、不完全燃焼により一酸化炭素中毒になったり、 
爆発着火でやけどをしたり、機器が故障ずる場合がありまず。 

参銘板は機器本体ち側面に張ってありまず。わからない場合はお買い上げの販売店、ま 
たはもよりの当社事業所にお問い合わせください。 

参転居されたときも、ガスの種類が銘板の表示と一致していることをお認してください。 

〈例〉銘板 （12 A ‘13 A の場合） 



銘板 


〜へへ尸又へヘノ又 ノ/\ 

000-000 都ホガヌ 


I 


12A 用 

13A 用 




0000 kW 

0000 kW 



1(00.00-000000) rnI 



I - ' I 

- - - —I 


(ガスグループ） 

-型式の呼び 

-製造年月および製造番号 


〇 


■可燃物との距離を確実に離ず 

火災を防条例で定められていまずので、必ず 
守ってください。距離が近いと火災の原因に 
なりまず。 

似下の場合は必ず別売の防熱板を取り付けて 
ください。屈=15ぺージ 
参可燃性の壁（ステンレスやタイルを張った巧 
燃性の壁も含む）との距離をち図のようにと 
れない場合 

防熱板はお買い上げの販売店、またはもよりの当社事業所にお問い合わせください。 

■設置後機器の周辺を改装ずる場合も可燃物との距離を確実に離ず 



〇 


■ホースエンドのキャップをはずし、巧れやゴミがない 
ことを確認ずる 

ガス漏れの原因になります。 



ガスコードは 

■器具 用 スリムプ フク およびガスコ-ド ホ_スエンド器具巧スリムプラグ 

の取扱説明書に従って接続する I 

「ガスコードで接続ずる場合」屈=18ぺージ jfTlI 卜 
をご覧ください。間違った接続はガス漏れの \ 

原因になります。 ホい線 




〇 


ガスコード 


1 


安を上のご注意 


(設置編) 


A 警告 


この表示を無おして誤った取扱いをずると、人が死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性が想定される内容を示していまず。 


安全上のごを意(設置編) 
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o 


ガス用ゴム管（ソフトコード)は 

■継ざたしや ^ 

二又删ホなぃ 

ガス漏れの原因に ^ 

なりまず。 


■検査合格マークまたは J 旧マー 
クの入っているものを使用ずる 

ガス用ゴム管 L ソタトは耐义性に欠けガ 
ス漏れの原因になりまず。ビニール 
管は絶対に使用しないでください。 


合格® 


■ひび割れたり、古くなつたガス 
用ゴム管は使用しない 

ガス漏れの原因になります。ときどき 
点検して古くなった ® 

場合は取り誓えて I ；でむ ビ割れ 

ください。 


P 

mw 


I ホースエンドのホい線まで差し込 
んでゴム管止めでしっかりと止める 

しっかり止めないとガス漏れの原因に 
なりまず。 ホい線，レ、 


りいり m 

ilD 戸 

ガス用ゴム管 


ホースエンド ガス用ゴム管ゴム管止め 




ガス用ゴム管(ソフトコード)、ガスコードは 

■グリル排気口などの高温部に触れたり、巧れたり、ねじれた状態で使用しない 

できるだけ短くして使用してください。 

■機器の下を通したり、グリル排気口や炎に近づけない 

■他の機器で加熱されるような所に通さない —— 卜 ® 

使用時は周囲が高温になりガス用ゴム管がとけたり、 



A 注意 

この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性や物的 
損害のみの発生が想定される内容を示していまず。 


Q 


■棚の下など落下物のを険のある 
場所に機器を設置しない 

機器の上に落ちたものが燃えて、火災 
の原因になりまず。 

■強い風の吹き込むところには設 
置しない 

点火不良や途中消火、機器内部の損 
傷、安全機能が正しくはたらかない 
などの原因になりまず。 

■湯沸器の下に設置しない 

湯沸器の不完全燃焼防止装置がはた 
らき、火がつかない場合がありまず。 
また、湯沸器の寿命を縮めまず。 


〇 


■照明器具など樹脂製品の下へ設 
置しない 

照明器具のかさなどが変形-変色ずる 
ことがあります。 

■水平で安定性のよい丈夫な台の 
上に設置ずる 

不ま定な所や傾いた所に設置ずると機 
器が傾いてやけどやけがのおそれがあ 
りまず。 


安全上のごを意(設置編) 












ガスコン□の下には 

■燃えやずいものを敷かない 

火災の原因になりまず。 

参新聞紙.ビニールシートなど 

■電源コードを通さない 

火災の原因になりまず。 


グ U ルが気□は 

Q ■ふきんをのせたり、アルミ 
は<などでふさがない 

異萬燃焼による一酸化炭素中毒や 
火欺機器焼損の原因になります。 


ガスコン□の巧くには 

Q ■爆発のおそれがあるものを置かない 

熱でち内の圧力が上がり、爆発のおそれ 
がありまず。 

参スプレーち 

参カセットコン□用ボンベなど 

■引义しやずいものを使用しない 

火災の原因になりまず。 

参スプレー.ガソリン.ベンジンなど 

■燃えやすいものを置かない 

火災の原因になりまず。 

参機器の上方に調味料ラックなど 
参ぺットボトル-プラスチック類 
参ふきんやタオル-調理ミ由など 


Q 


使用中は 

■機器か!5離れない 

■就寝•外出をしない 

参調理中のものが異萬過熱し火災の原因になります。 

特に揚げものをしているときはを意してください。 
参グリルを;'肖し忘れると、調理中のものに火がつく 
ことがありまずのでを意してください。 

参電話や来客の場合は必ず火を;'肖してください。 


■高温調理で揚げもの調理をしない 

調理;'由の温度が高くなり、発火ずるおそれがありまず。 


の 


コン□には 

■コン□をおおラよラな大きな鉄板やなべは使用しない 

一酸化炭素中毒や機器の異苗過熱のおそれがありまず。 

■アルミはく製しる受け、省エネごとくなどの補助員は 
使用しない < 

一酸化炭素中毒や機器の異萬過熱のおそれがありまず。 ^,1 = 


紙。 



アルミはく製しる受け省エネごとく 


■焼網は使用しない 

トッププレートに落ちたミ由などが発火したり、機器の異苗過熱 
のおそれがありまず。 


この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性が想定される内容を示していまず。 


安全上のごを意(使用編) 



























o 


異常時は 

■义を消し、ガスをを閉 
める（つまみのないガス 
コンセント接続の場合 
は、ガスコンセントか!5 
ソケットをはずす） 

地震、乂欺異苗な燃焼•臭気 • 
異苗音を感じたときは、ずぐ 
に使用を中止してください。 


〇 


使用をは 

■操作ボタンを戻して、 
义び消えたことを確認 
する 

■ガスをを閉める（つまみ 
のないガスコンセント 
接続の場合は、ガスコン 
セントか！5ソケットを 
はずず） 

ミ肖し忘れによる火災の原因 
になりまず。特にグリルは 
消し忘れをしやずいので、 
必ず火が;'肖えたことを確認 
してください。 


グリルは 

Q ■グリル皿だけを持って本体より取りはずさない 

グリルとびらが落下し、やけどやけがをずる 
おそれがありまず。必ずグリルとびら取っ手を 
持って取りはずしてください。 

■グリル石やグリルシート、アルミはく 
などをグリル皿に使用しない 

異苗燃焼による一酸化炭素中毒や、機器損傷の 
原因になりまず。 

■脂がをく出る調理時はグリル焼網に 
アルミはくを敷かない 

脂がたまり発火ずるおそれがありまず。 

■グリルとび5に魚などをはさみこまない 

魚などが燃えたり、トッププレート前部を焦が 
したり、機器の上部が過熱され、やけどのおそれ 
がありまず 

■义びついたまま持ち運ばない 

火災、やけどのおそれがありまず。 

〇 ■グリル庫内に食品くずやふきんなどび 
ないことを確認ずる 

■グリル皿などにたまった脂はご使用の 
つど取り除く 

食品くずやふきん、脂が燃えて、発火や火災、 
やけどのおそれがありまず。 


揚げをの調理の際には 

Q ■ちま食材をなべの底面中央に密着させた状態で揚げものを 
しない 

なべの底面中央（温度センサーの接細位置）にを凍食材が密着した状態 
で揚げもの調理をずると、温度センサーがなべ底の温度を正しく検巧 
しないため、発火ずるおそれがありまず。 

■複数回使った調理油で揚げものをしない 

何回も使用して茶福色に変色した調理ミ由、にごった調理ミ由、揚げカスなどが沈んだまま残って 
いる調理ミ由は使用しないでくださし^。発火が起こりやずくなる場合がありまず。 

■鳳ず過ぎない 

豆腐などの水分の多いものや、巧つきのコ□ッケなどの破裂しやずいものなどは、特にを意 
してください。長時間揚げ過ぎるとミ由が巧び散り、発火や、やけどのおそれがありまず。 

〇 ■揚げものは食材全体びつかるまで調理油（必ず200 mfi 
1 U 上）を入れて行ラ 

調理油の量が少なかったり、減ってきたりずると、発火ずるおそれ 
がありまず。特にフライノ \°ンなどの底が広いなべで揚げものをずる 
際は、食材全体が調理ミ由につかっていないと、発火ずるおそれがありまず。 



_I _ 

;令凍— 一—、,、 

食宁經 H 

;令凍食材をなベの底面 
中央(温度センサーの接 
触位置)に密着させない 


安全上のごを意(使用編) 
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® ■幼いお子様だけで 
触らせない 

やけどやけがなど思わぬ事故の 
原因になります。 


Q 


グリルが気□には 

■手や顔などを近づけない 

■なべの取っ手を排気口に向けない 

高温の排気が出まず。 

やけどやなべの取っ手が過熱され取っ手 
を焼損ずる原因になります。 


Q ■点乂するときや使用中はバーナー 
付近に顔を近づけたりグリルとび!5 
を開けてのぞき込まない 

炎や熱で顔をやけどずるおそれがありまず 。, 


Q ■使用中は手や巧服を炎、バーナー、 
グリル排気口付近に近づけない 

巧やエプ□ンなど巧服に着火したり、熱 
によるやけどのおそれがありまず。 

なべを動かずときや炎の大きさが自動で 
弱火から強火へ切り誓わるときがあるの 
でを意してください。 


Q ■片手なベや底の丸いなべは不ま定 
な状態で使用しない 

なベが傾いてやけどのおそれがありま 
ず。なべの種類によっては、傾いたり、 
ずべりやずいものがありまず。ルさい片手 
なべや底の丸いなべなどは、必ず取っ手 
を持ちながら調理をしてください。 ， 


の 


■コン□には石焼いちつぼは 
使用しない 

異苗過熱による ) 

機器損傷の原因^^^^^^ 
になりまず。 


Q ■調理拟外に使用しない 

衣類の乾燥や練炭の火起こしなどをずる 
と、火災や機器焼損の原因になります。 


接郎禁止 

Q 


使用中、使用直をは 

■操作ボタン • 操作部-つまみ-グリルとび!5取っ手 1 U 外は触!5ない 

やけどのおそれがありまず。グリルのみ使用してもグリルバーナーの炎や排気の熱により、 
トッププレートは熱くなりまず。細らないようを意してください。 

■グリルとび5に水や洗剤をかけない 

ガラスが割れてけがをずるおそれがありまず。 


この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が傷害を負う可能性や物的長 
害のみの発生が想定される内容を示していまず。 
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(つづま) 



[■ 


の 

〇 


点検、お手入れの際は 

■機器を水につけたり、水をかけたりしない 

不完全燃焼、故障の原因になりまず。 


■機器びをめていることを確認 
する 

調理後は高温のため細れると、やけど 
のおそれがありまず。 

■操作ボタンを□ックする 

不用意な点火を防ぎまず。 

■ガスをを閉める（つまみのな 
いガスコンセント接続の場合 
は、ガスコンセントか!5ソケ 
ットをはずず） 

誤って点火した場合、やけどのおそれ 
がありまず。 


■必ず手袋をずる 

手袋をしないとけがのおそれがあり 
まず。 

m ) (ーナーキ ャッ プを水洗いし 
たとをは水気を十分切ってか 
6取り付ける 

炎 □ がぬれたまま使用ずると点火し 
なかったり、異苗燃焼の原因になり 
まず。 


■やかんやなべなどの大きさに合わせて义力調節ずる 

火力が強いと取つ手が焼損したり、手を細れるとやけどのおそれがありまず。 


点义しない場合は 

〇 ■操作ボタンを戻して、消义の状態に戻し、 

周囲のガスがなくなってか!5再度点义ずる 

ずぐ点火操作をずると周囲のガスに引火して、衣服に燃え移ったり、 
やけどのおそれがありまず。 


感 

換気必要 


■使用中は必ず換気ずる 

•換気扇を回ずか、窓を開ける 

換気をしないと不完全燃焼による一酸化炭素中毒のおそれがありまず。 

参こんなときは窓を開ける 

屋内設置で自然排気式給湯器•ふろがまを使用している場合は、窓な 
どを開けて換気してください。換気扇を回ずと、排気ガスが逆流して 
一酸化炭素中毒のおそれがありまず。 


Q ■操作部やグリルとび!5には強い力 
を加えない 

手で巧えたり、ぶら下がるとけがや機器損 
傷、誤作動の原因になりまず。 

■操作部には水や洗剤を直接かけない 

誤作動の原因になりまず。 


Q 


■機器に風を当てない 

扇風機やエアコンなどの風が 
当たるとま全機能が正しくは 
たらかず、機器損傷や誤作動 
の原因になりまず。 
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安を上のご注意 


(使用編) 


A 江局 


この表示を無おして誤った取扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性や物的 
損害のみの発生が想定される内容を示していまず。 


Q 


〇 


温度センサーは 

■強いショックや力を加えたり傷をつけない 

変形や傾きにより温度センサーが正しくはたらかなくなり、 
調理;'由が発火ずるおそれがありまず。 


■お手入れはこまめに行い、上下にスムーズに動くこと 
を確認ずる 

参動きが悪いとなべなどが傾き、お湯などがこぼれ、やけどの 
おそれがありまず。 

参スムーズに動かない場合は、必ず点検-修理を依頼してくだ 
さし、。 



温度センサー 


グリルは 

■魚を取り出すときなどは手や腕をグリルとび!5やガラスに触れない 

やけどのおそれがありまず。 

禁止 ブリルとびらはいっぱいまで引き出してください。 


J 




Q 


〇 


■魚を焼を過ぎない 

魚に火がつき火災の原因になりまず。 

ブリル庫内で魚などが燃えたり、たまった脂に引火した場合は、 

① 操作ボタンを巧して火を;'肖ず。 

② 炎が;'肖えるまでブリルとびらを開けない。 

⑤消乂後、点検を依頼ずる。 

■グリルとび！5を開けたまま使用しない 

グリルとびらを開けたまま使用したり、ひんぱんに開けたり閉めたりずると、 
トッププレート前部を焦がしたり、機器の上部が過熱され、やけどのおそれが 
ありまず。 

■グリル皿には水を入れない 

水が高温になり、こぼずとやけどのおそれがありまず。 

■とり肉などの脂のをい食材を焼くときはミ主意する 

参焼き具合を見ながら、火力調節してください。 

参脂に引火して、グリ j レ排気□から炎が出る場合がありまず。 

参やけどや火災などの原因になりまず。 

■グリル皿は水平にゆっくり出し入れし、ていねいに持ち運ぶ 

•グリルとびらを持ち上げたまま引き出ずと途中で止まらず落下しまず。 

参グリ j レ皿にたまった高温の脂をこぼずと、やけどのおそれがありまず。 


™ 安全上のごを意(使用編) 
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お願い 


参使用中もときどき正苗に燃焼していることを確認してください。 

参ガス栓を操作して火を;'肖さないでください。 

やけど'や思わぬ事故の原因になりまず。 

参熱くなったなべなどをトッププレートのラベルの上に直接置か 
ないでください。 

ラべ) レが熱で変色したり、損傷したりずることがありまず。 

参使ラバーナーの操作ボタンを間違えないようにを意してくだ 
さい。 

参トッププレート上で、 1 H ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキング 
ヒーターなど電磁誘導如熱の調理器具を使わないでください。 

磁力線により機器が巧障ずる原因になりまず。 

参カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁などを煮たり温めたりずるときは、突沸 
にを意してください。 



巧巧現をにごいて 

突沸現象とは、突然に沸とうずる現象です。水、牛ぎし、豆ぎし、ミ西、みそ汁、コーヒーなどの液体を 
温めるときにささいなきっかけ（容器をゆずる、塩、砂糖などを入れる）で生じまず。 

この現象が調理中に起きると、なべがはねあがったり、高温の液体が飛び散るため、やけどやけがの 
おそれがありまず。 


巧巧現まのモ防方法 

♦カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁などの汁物の温めは弱火でかき混ぜながら 
加熱してください。（強火で急に加熱しない） 

♦熱々の汁物に、塩、砂糖などの調昧料を入れる場合は、かし;令ましてから行ってください。 
♦なべの大きさにあった火力で加熱してください。 


参煮こぼれにを意し、火力調節してください。 

煮こぼれずると機器内部が巧れまず。また、トッププレート-ごとく •バーナー•バーナーリングなど 
に煮こぼれが焼きついたりして、機器を傷めるおそれがありまず。 

参火力を弱火にしたときは、消し忘れにを意してください。 

参調理中になべをのせかえるときは、しりたん火を;'肖してください。 







機器の設置 


まをにお使いいただ<ために、 


設置場所を確認ずる（周囲の防乂措置) 


図のように設置してくださし、。 


100 C m しソ上 

15 〔 m しソ上 


15 〔 m しソ上 



上記の距離び守れない場合 

壁面に別売の防熱板を取り付けて設置してくださし、 

側面*後面 


防熱板⑤ 


防熱板④ 


防熱板① 


130加し U 上 

こ OcniiU 上 


mmsmMMB 


15011似上 ISOcmULb 


1 5 cniU ^ 上 


〇 

〇 

\ 




防熱板②1 


-日上 


防熱板（別売部品）の種類 


m 


型番 

局 さ (.mm) 

幅 (mm) 

巽巧 (mm) 

RB-60B 

550 

600 

—— 

RB-55S 

550 

—— 

550 

RB-60T 

—— 

600 

550 

RB-15T 

—— 

150 

550 

RB-50S 

150 

40 

500 

RB-T40SM 

403 

420 

—— 


流し台 • 調理台などの側面 


防熱板⑤ 


加じ(上の空間 

-► ■< — 

■ :コ_ 

\ - \ "ぶし口 


調理口、流し口‘の 

側面、上面が巧燃 
性でトッププレー 
卜より 局い 場合 


側面専巧 

※機器と壁とのずきまがない場合、こ 
の防熱板を機器本体に取り付けて 
使用できまず。 


防熱板⑥ 



用途に適した防熱板を正しく取り付けてください。 

取り付けかたは別売の防熱板に同捆されている説明書をご覧ください。 

防熱板については、お買い上げの販売店、またはもよりの当社事業所にお問い合わせください。 


包装ネオやテープ類を取り除< 


グリルを取り出し、中の包装材ゃテーフ°類をすべて取り除いてくださし、 


機器の設置 
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いーナー キャッフー}' 



(-ナ ー U ンブ1 ~ 

バーナー リンブ- 
ツメ部 


バーナー本体凹部- 


j バーナ 

凹部！ 




ーリンブ 


機器正面側 



温度センサー 


トッププレート巧部 


ごとく 

内側の凸部2個所をノ くーナーリンブ凹部前後2 
個所に入れて、正しく取り付けてください。 

J \ —ナーキャップ 

凸部を後にしてノ くーナー本体前側の凹部にノ くーナ 


「 H 」 の刻印び表示してあります。 




ーキヤツプ 
のピンを正 
しく取り付 
けてくださ 
しん 


強火カバ ー ナ ー 標準バ ー ナ ー 

パ'~ナ~リング 

ノ くーナーリンブツメ部をトッププレート巧部に合 
わせて、パ'—ナ_リン吉三 バ-ナ-リング 
ブの浮きのないように 一^^ツメ部 
取り付けてください。トパプレ_卜 

巧部 


.バーナーキャップ、バーナーリンブ、 
ごとくは消耗部品です。バーナーキ 
ャップは厚みが薄くなったり、変形 
して炎がふぞろいになった場合は交 
換が必要でず。お買い上げの販売店、 
またはもよりの当社事業所へお問い 
合わせください。屈= 41ページ 


の 


バーナー キャップの浮き 


の 


■ごとくは誤った取り .Q 

付けで使用しない 

誤った取り付けをすると 
なべなどが不安定になり、 

傾しがり、倒れたりしまず。誤った取り付けの例 

■パーナーキヤップは誤った 、空ま〇 

取り付けで使用しない 

品言品;:、 f 細しく 

参点火しない場合があぞ与 

I ，よ d 

•炎のふぞろしが逆火で j©L 

不完全燃焼、一酸化 
炭素中毒のぉそれゃバ 
-ナーキャップが変お 

する場合があります。ハ-ナ-キャッフの裏返し 
参機器の中に炎がもぐりこんで、焼損する原因 
になります。 

■ノ ナーリンブは誤った取り付けで使用 

しない 

誤った取り付けをするとごとくが不安定になり、 
なべなどが傾いたり、倒れたりしまず。 




/ナ ー U ンブの浮き / s '- ナ ー U ングの裏返し 


正し<設置しましよ5 
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機器を接続ずる 




ブリル皿受け 取り付けた状態 


♦グリル皿の「テマエ」刻印を手前にして、グ U ル皿受 
けにグリル皿がしっかり入るように取り付けまず。 
♦ブリル焼網の脚のツメをブリル皿の角巧に、確実に 
取り付けまず。 


機器の設置 
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ガスコードで接続する場合 


■用意するちの 


機器に器具巧スリムプラグを取り付け、 
ガスコードで接続ずる。 


ガステーブル用のガス栓であることを確認 
してくださし、。 

ガス栓側がコンセント接続口になつていな 
いと接続できません。ガス栓が機器と同じ 
ホースエンド接続□の場合は、巾眠のホー 
スガス栓用プラグが必要でず。 



>器具用スリムプラグ 
(市販品） 


ガス栓 

(ガスコンセント） 



>ガスコード（市販品） 


□ 器具用スリムプラグを機器のホースエンドに取り付ける。 


機器の ホース エンド 


器具用スリムプラグ 




※器具用スリムプラグの捆包台 
紙の黃面に記載してある取扱 
説明書に従って、正しく取り 
付けてください。 


ホい線 


旦ガスコードを機器に接続ずる。 

ガスコードを器具用スリムプラグに「カチッ」と音がずるまで差し込む。 


器具巧スリムプラグ 


ガスコード 




※接続部に巧れやゴミが 
ないことを確認してく 
ださし、。 


回肪コ-ドをガス栓に接続ずる。 

コンセント継手をガス栓に「カチッ」と音がずるまで差し込む。 




コンセント継手 


ガス栓 


※コンセント継手を差し込むと、 
ガスをが開きます。 


正し<設置しましよ5 


(つづを) 


ガス栓を閉めるときは 

コンセント継手のスリーブ（白色）を 
手前に引きまず。 


スリーブ(白色） 



※コンセント継手がはずれると、 
ガス栓が閉まります。 


機器の設置 







巧電ホを入れる 


付属の単1形アルカリ乾電池2個を電池ケースに入れまず。 

□ 電池ケースのツメをつまんで手前に引 S 電池ケースに表示してある©、©を確認 

して正しく入れる。 



回電池ケースを契までしっかり巧し込む。 




乾電池交換の目をは1年でず 


乾電池の交換時期が近づくと、電池交換サ 
インが点滅しまず。新しい乾電池を準備し 
てください。 

電池交換サインが点なしたら、亲斤しい乾電 
ミ也と交換してください。 

乾電池がなくなると点火できなくなりまず 
ので、を意してください。 


Q 

〇 


■乾電池は充電 • 分解 • 加熱*火の中へ投入しない 
■新旧*異種の乾電池は混用しない 

■機器を廃棄ずる場合は、乾電池をはずず 

シヨートや発熱、液漏れ、破裂により、けがややけどの原因になります。 

■乾電池に記載してあるを意事項をよく読み、正しく使ラ 


お願い 


電池ケースは取りはずせません。無理に引っ張ったり、巧さえたりしないでください。 

’電池ケースに水などの異物が入った場合は、接軸不良の原因となります。ふき取ってきれいにして 
くださし、。 

’交換時は機器が冷めていることを確認し、必ず新しい単1形乃レカリ乾電池を2個同時に入れてください。 
単]形アルカリ乾電池でも使巧状況 • 使巧期間-乾電池製造メーカー • 種類が異なると交換時期が1年 
じ(巧と短くなりまず。また、マンガン乾電池を使用した場合も交換時期が極端に短くなります。 

未使用の乾電池でも r 使用推奨期限（月、年)」を過ぎている場合は放電により、短時間で電池交換サ 
インが点滅•点なする場合がありまず。また、付属の単]形乃レカリ乾電删ま、工場出荷時期により寿 
命が短くなっている場合がありまず。 


^乾電池を入れる 
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^ 厚手： 2.5 mm し U 上薄手： 2.5 mm 未満 


〇:適していまず 
X :適していません 

(温度を正しく検知できません。） 


中まなべをほうとをは 

• なべ底と温度センサーが密着していることを確かめてから使用してください。 

.中華な ベの 種類によっては、なべが安定せず；温度センサーが正しくはたらきません。 
• 必ず取っ手を持って調理してください。 


♦温度センサーを正しくはたらかせるために、必ずお読みください。 


知つておいていただをたいこと 





■温度センサーの上面となべ底が密着していないときは使用しない 

•温度センサーがなべ底の温度を正しく検巧できずに、発火や途中消火、機器焼損の原因になります。 
•中華なベ用補助ごとくを使用ずると、温度センサーがなべ底に密着しない原因になりまず。 



なべ底が 
己凹 


3 mm しソ上の凹 


異物が付着 


t なべと材料 
の重量が 
300 q 未満 


5 寞資 ピス製 中華な ベ 用 補助 ごとく 
中華なベ 




■耐熱ガラス容器、±鍋など熱の伝わりにくい 
もの、底が浅く広いなべでの油調理はしないち 

ミ由の温度が上がりやすく発火するおそれがありまず。耐熱ガラス容器±鍋底が浅く広いなべ 




なべの選びかた 


なべの種類 


なべ 

フライパン 


中華なベ 


分 


±鍋 

耐熱ガラス容器 
圧力なベ 


やかん 


揚げちの 
(油の量吕〇 OmCL ソ上） 
炒めちの 


その他の調理 



無水なベ 

4 

多層なベ 



材質： 

アルミ、銅、鉄、ホ- 

-□- 

〇 

〇 

材質： 

厚 

手 

〇 

〇 

ステンレス 

薄 

手 

X 

〇 

材質：アルミ、銅 、 i 

失 

〇 

〇 

材質： 

ステンレス 
(底が平らなもの） 

厚 

手 

〇 

〇 

薄 

手 

X 

〇 



知つておいていただきたいこと 
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• 操作ボタンで点火ずる。 


ボタン表示窓（ホ） 


一 


国コン□の使いかた 


(基本の操作) 


[2 




pHI 

InL 


お巧 6 せ 


お知6せ 


• 火力調節つまみを速く操作すると、火が消 
えたり、炎が一瞬大きくなる場合がありまず。 


•点火のとき、火力調節つまみは標準バーナー 
は「強火」の方向に、強火カバーナーは中央 
の位置に移動します。 


いっぱいまで 
巧しきる 


強火^弱火 
左ちにゆっくりとスライドさせる 


火力調節つまみをスライドさせる。 


火力を調即する j レ 


点 X ずる 


:いかた(基本の操作) 










































ワンホ ° イン 


か 


不用意な点义を防ぐには 
(点义□ック） 


幼いお子様のいたずらや誤操作を防ぐため、 
操作ボタンを □ ックずることができまず。 

点火□ックつまみを左ちに動かずことにより、 
解除/□ックができまず。 


laBfcl (つまみびち） 


□ック 


(つまみび左） 


解除 


妙、めもの、いりもの、 

あぶりちのをするときは 

局温調理で調理してください。 

厘= 23ぺージ 

ま全機能がはたらく温度を一時的に高くし、 
最長30分高温で調理できまず。 



参操作ボタンで火を;'肖ず。 


ボタン表示窓（ホミ肖える） 



お願い 


• 必ず火が消えたことを確認してください。 



I 調理が終わったら、ガス栓を閉める。 



お願い 


調理後は高温のため機器に她れるとやけど 
のおそれがありまず。必ず機器が冷めてい 
ることを確認してください。 


B n ン議 G 操作) 
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• ランプが点滅から点抑こ変わり、ブザーが鳴るまで3秒於上巧し続ける。 



•泌材 gB . 

! • 火が消えると、高温調理は取り消されます。 


妙めをの • い D をのをずる 


おそれがありまず。 


な0、 


発火す る 


調理;'由の温度が高 


■高温調理で揚げもの調理をしない 


点乂後、高温調理スイッチを押ず JJ 



しりちのをずる 




















【強义カバーナー】 


ワンポイント, 



1 C 


''曰 

/血 


① 通常時 

温度センサーのはたらきにより、炒めものやいり 
ものなど比較的温度の高い調理や、なべの空焼き 
をしたときに、強火•弱火を自動で調節したり、 
自動で火を消したりしまず。 

② 高温調理時 

高温調理は温度センサーがまったく作動しなくな 
る機能ではなく、①通甫時よりも高い温度まで調 
理できる機能でず。高温調理を使用した場合でも、 
なべの異萬過熱を防ぐために、強火-弱火を自動 
で調節したり、自動で火を;'肖したりしまず。高温 
調理にしてから最長30分で自動で火を消しまず。 
高温調理中は、焦げつき消火機能や天ぷら巧過熱 
防止機能は作動しません。 


温度センサーのはたらき 


約 37 crc で自然口邮、ら発火 


^1⑨ 高温調理時 



①通常時 


約290に 


啼]2已〇に 


1 天ぶら油過熱防止機能 


d 日0~200贷 


1 天ぷ5適温 I 


焦げつき消乂機能 


Q ■焼網は使用しない Q 

トッププレートに落ち . 

たミ由などが発火した 
り、機器の異苗過熱の 
おそれがありまず。 焼網 


• 操作ボタンで火を;'肖ず。 
ボタン表示窓（ホミ肖える) 



乂を消ず 


妙めもの•いりものをずる 











グリルの®いかた 


準備 


栖包部材が入つていないか確認ずる 


ガス栓を開く 



〇 

'面 

1^ 

1心 




点火□ックを解除ずる 
留= 22ページ 


グリルの取り扱いと準備 


グリルの取り出し 


□ グリルとびらをゆっくりと止まるとこ 
ろまでいっぱいに引き出ず。 

(グリルとびらだけが下がりまず） 



0グリルを持ち上げて取り出ず。 



E ] ブリルとびらを両手でしっかりと持ち、 
ゆつく 0と持ち運ぶ'。 



f 龙材 gB . .……- 

• ブリルとびらを強く持ち上げると、ブリル皿に 
傷がついて、表面に施されたクリア〕ートがは 
がれる原因になります。 

• ブリルとびらやブリル皿受けをはずす場合は 
塚=ぉページをご覧ください。 


グリルを初めて使うときは 


□ グリル焼網を取り出ず。 

庫内に紙や捆包部材が残っている場合はずべて 
取り除いてください。 


Q 約5分間空焼きをずる。 

部品に付着している加工;'由を焼き切ります。 
ブリルの操作についてはな= 27ページをご覧 
くださし、。 


お願い 


グリル排気 n や排気□な外からも煙が出まず 
が、異菌ではありません。 

空焼き時に、ブリル過熱防止センサーがはたら 
き、自動で火が消える場合があります。この場 
合、約3分待ってから、再度点火操作をしてくだ 
さし、。 


■ グリルの使いかた 


25 














[魚を上手に焼くために 


II 魚の下ごし5えをする。 

参を凍の魚は、しっかり辭凍してから焼きます。角军凍し 
ていないと時間がかかり、安全機能が作動ずること 
がありまず。 

参魚は水洗いしたら、よく水気をふき取ります。 

参みそ農けやかす賣けは、「みそ」や「かす」をよく 
ふき取ってから焼きます。 

詳しくは付属のクックブックをご覧ください。 


S グリル焼網に油を薄 
く塗る。 


ひと手間かけることで、 

くつつきにくくなりまず。 



約1〜2分間、空焼き(予熱)をする。 

魚(食材)がグリル焼網に付着しにくくなり、焼きあが 
り後、取り出しやずくなりまず。 



ワンポイン 


塩をつけると、身がしまって身くずれしに 
<<る;じ!ます； 

さばやいわしなど背の青い魚は脂肪分 
がぎいので、ぎめに塩をして時間をお 
き、身をしめます。白身魚は、塩を少 
なめにふり、時間も短めで良いでしよ 
ラ。 

JI I 魚やいか、え a 貝などは、焼く直前に 
塩をしましよラ。 

魚の重量の約2%程度の塩をつけます。 
身の厚いところには厚く、薄いところ 
には薄くつけます。 

尾やひれは特に焦げやすいので 、るめ 
に塩をつけて《だ ァルミはく 

さい。また、アル 
ミはくで包んでお 
くと、焦げかたが 
かなくなります。 



口魚(食材)を置く。 
[ 魚の置きかた1 


丸身の場合 


魚は頭が奥に、尾が手前になるよラに置きまず。 


中央をさけて、 中央をさけて 

左ちどち6かに 左ち巧等に置きます すき間を開けて 

置きます 置きます 





切身の場合 


巧側を上向きに、切身の薄い部分はグリル焼 
網の外周部にくるように置くと焦げはかなく 
なりまず。 

中央をさけて、 

左をどちらかに 
置きまず 



手前側 


手前側 


■ブリルの使ぃかた 
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グリルの®いかた 



ブリルとびらを 
奥まで確実に 
閉める 


し ■■■ ■ 黯 L 



操作ボタンで点火ずる。 


ボタン表示窓（ホ) 




グリル点火確認 
ランプ 
点な(ホ） 



火力は、上火、下火それぞれ別々に調節できまず。 


上乂 

下乂 



いっぱいまで 
巧しきる 


左ちにゆっくりとスライドさせる 


ワンポイント 


焼き時間の目安は付属のクックブックをご覧 
ください。 
























焼きあがったらずぐに取り出してください。余熱で焦げることがありまず。 

つけ焼きや照り焼き、下巧をつけた魚などは、焦げやずいので、弱火でゆっくりと焼いてく 
ださい。 

ブリルを続けて使用ずる場合は、 5 分程度間をあけてください。庫内が高温のまま焼きはじ 
めるとグリル過熱防止センサーがはたらき、自動で火が消える場合がありまず。 

グリル皿は急に;令やさないでください。使用直後にグリル皿に水をかけると変形ずることが 
ありまず。ブリル皿が;令めてからお手入れください。 

魚とってはブリル庫内に保管しないでください。魚とってが庫内で引っかかり、ブリルとび 
らが引き出せなくなることがありまず。 




付属品の r 魚とって」を使用ずると便利でず。 

① 魚とっての切りこみをグリル焼網に合わせまず。 

② 焼きあがった魚や焼きものの下側に魚とってを入れて、くっついた 
焼きものをグリ J レ焼網からはがしまず。 

⑤ルさい焼きものなら、そのままずくい取って取り出せまず。 

はしをグリ J レ焼網と平行に入れると、グリ J レ焼網に付着した魚がはが 
しやずくなりまず。 



魚とって 


〇 をとにブザ-纖るレ〇 乂を消ず 


ブリル使用中であることをブザーでお知らせし 
まず。 


約3分ごとに 



参操作ボタンで火を;'肖ず。 


ボタン表示窓（ホミ肖える） 



グリル 

\ \\点火確認ランプ 
お打 


巧ず 


上火と下火の加熱方式が違ラので、表と裏の焼 
き色が同じにならないことがあります。焼き色 
を見ながら、上火、下火の火力調節をしてくだ 
さし、。 


• 泌 ! KA 


点火載約 15 分経過するとブリル消し忘れ 
消火機能がはたらき、自動で火が消えまず。 


ブリルの使いかた 
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部品やホー • フッ素コートや塗装の表面 
び変質し、はがれ-変色-さび-樹脂部品の 
割れの原因になるもの 


酸性'アルカ I 」性洗剤 
漂白剤 



シンナー 
ベンジン 
アル〕ール 


樹脂部品の割れ-表面の 
変質•傷、変色-さびの 
原因になるちの 



歯みびさ粉 


弱酸性洗剤 
弱アルカ U 性洗剤 
クリームクレンザー 


誓あ為 S 豁バ- 

にはお使いいただけます cj 


♦機器内部に洗剤が入ると、電子部品に 
付着して作動不良や腐食して、故障の 
原因になります。必ず巧に含ませてか 
らお手入れしてください。 


I スフレー式 


♦ご使巧上ま障がない場合でも、不慮の事故を防ぎ'、き也してより長くご使巧いただくために、 
年1回程度の定期点検をおずずめしまず。 

※定期点検については、お買い上げの販売店、またはリンナイフリーダイヤルまでお問い合わせ 
ください。 



♦バーナーキャップ、ごとく、バーナーリンブ、ブリル排気□カバーなどは正しく取り付けられた 
状態でお使いください。1：^16 • 17ぺージ 



♦バーナーキャップの炎□やな;'肖え安全装置（炎検知部）が煮こぼれなどでつまったり、汚れたり 
していませんか。！:^ 32ページ 

♦ブリル皿に脂がたまったり、ブリル庫内が脂で巧れていませんか。1:^33ページ 
♦ガス用ゴム管は傷んでいませんか。ちくなったガス用ゴム管は新しいガス用ゴム管に交換してく 
ださい。1：^17ぺージ 



>引火して火災の原因になりまず。 



可燃性 スプレー 
浸透あ 
潤滑剤 


洗剤•食器洗い乾燥機の取扱説明書をよく読み、使ってよい洗剤か確認してください。ます道具や洗剤 
を目立たない部分で試してから、使巧してください。 


日常点巧とお手入れの道具 


直接かけて使っては 
いけないちの 


絶対に使っては 
いけないちの 


0使つてはいけない 


日常点検とお手入れの道具 
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グリルとびら ブリル皿受け ブリル皿 ブリル焼網 


取りはずして說える部品 


1. 機器が冷めていることを確認ずる。 

2. ガス栓を閉める。 

3. 点火□ックをかける。 

4. 手袋をはめてお手入れを開始ずる。 


お手入れの手順 


お手入れのとき、枠内に表示の部品は取りはずして洗うことができまず。 



※そのイ也の部分は 
取りはずしできません。 














お手入れのしかた 


(コン □) お手入れは、 


♦ちれたらそのつど、きれいにお手入れしましょう。 

♦手袋をしてお手入れをしてく ださし、。 

♦洗剤は台所巧中性洗剤を薄めて使い、お手入れの最後には必ず 
水ぶきし、乾いた巧でふき取り、水気や洗剤を残さないよラに 
してくださし、。 


トッププレート 


洗剤を含ませた巧で汚れをふき 
取り、乾いた巧で洗剤や水気を 
ふき取りまず。 




ちれびこびりついたとき 

1. キッチンペーパーに洗剤と水を含ませ、汚れた部分を湿 
らせておく。 

2. ちれが浮いてきたらやわらかい巧でふき取る。 


ごとく -バーナーリング-グリル排気□カバー 


♦洗剤を含ませた巧で汚れをふき取り、乾いた巧で洗剤や水気をふき取りまず。 
♦巧れがひどいときは、つけ置きした後、洗剤で丸洗いしてください。 


それでもちれび取れないとき 

♦煮洗いずるとさらに汚れを落しやずくなりまず。 

1 . 水を入れた大きななべにごとくやノナーリンブ-ブリル 

排気□カバーを入れ、30分程加熱ずる。 

2. 水洗いし、水気をふき取る。 



お手入れのしかた(コンロ) 
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ガス柱を閉じ、機器が;令え、手袋をしてか S 


※各部品の取り付けについては、「3.機器を組み立てる」 
をご覧ください。1:^16ページ 


機器表面.操作部 





立 


♦ 温度センサーをお手入れず 
るときは、片手を添え、水 
を含ませてかたくしぼった 
巧で、頭部と側面のミちれを 
ふき取りまず。 

※強い力を加えると温度センサ 
一が傾いて、なべ底に密着し 
ないことがありまず。 


温度センサー 



温度センサー 


♦やわらかい歯フラシなどで 
お手入れしまず。 


やわ6かい歯ブラシ 



※目づまりやちれは、不完全燃焼や点火 
不良の原因になります。 

※巧れがこびりついたときは、つまようじ 
でちれを取り除きまず。 


な消え安全装置（炎検知 
部）と電極(点火プラグ）に 
汚れがこびり付いている場 
合は、やわらかい歯ブラシ 
でお手入れしまず。 打 


，電極 

(点火プラグ） 
突起にを意 

’立;'肖え安全装置 
(炎検巧部） 


• 電極 



♦洗剤で丸洗いし、乾いた巧でよく 
水気をふき取りまず。 



※パーナーキャップは分紹できません。 
※水洗いした後は、水気を十分ふき取つ 
てから取り付けてください。 


)\ —ナ—本体 


' I —ナーキヤップ 


やわらかい巧でふき取り、乾いた巧で仕上げまず。 


• 洗剤を使巧した樹ま、洗剤分が残らないようにしてくださし、。 

• 硬い歯ブラシやたわしは使用しないでください。中性洗剤な外の洗剤 
を使巧しないでください。はがれ • 変色•シミ•傷の原因になります。 

• トッププレートには、安全に関するを意ラベルが張り付けてありまず。 
もし、はがれたり、読めなくなった場合は、お買い上げの販売店、また 
は当社事業所に連絡してラベルを再購入し、張り曽えてくださし、。 



洗剤を含ませた巧で汚れをふき取り、 
乾いた巧で洗剤や水気をふき取りまず。 

※機器内部に洗剤が残らないようにして 
くださし、。 



お手入れのしかた(コンロ) 



































♦使ったらそのつど、きれいにお手入れしましょう。 

参手袋をしてお手入れをしてくださし、。 

♦洗剤は台所巧中性洗剤を薄めて使い、お手入れの最後には必ず水ぶきし、乾いた巧で 
ふき取り、水気や洗剤を残さないようにしてください。 



洗剤を含ませた巧で汚れをふき取り、乾いた巧で洗剤や水気をふき 
取りまず。 

※硬いブラシやたわし、また中性な外の酸性-アルカリ性洗剤を使用 
しないでください。はがれ-変色•シミ-傷の原因になりまず。 
※燃焼部（バーナー）には触らないでください。 

炎□がつまり燃焼不良の原因になりまず。 



洗剤を含ませた巧で汚れをふき取り、乾いた巧で洗剤や水気をふき取りまず。 
汚れがひどいときは、つけ置きした後、洗剤で丸洗いしてください。 


♦洗剤を含ませた巧で汚れをふき取り、乾いた巧で洗剤や水気をふき取りまず。 

♦汚れがこびりついたときは、つけ置きした後、洗剤で丸洗いしてください。 

※酸性やアルカリ性洗剤を使ってブリルとびらを洗うと、パネル部の変色やはがれ、さびの原因に 
なります。 

取りはずしかた"! I 取り付けかた 

1 . 押さえバネを①の方向に下げる。 1 . ブリル皿受けのツメ2個所をブリルとびらの 

2. ブリルとびらを②の方向にたおず。 角巧にはめ込む。（①） 


2. ブリルとびらを②の方向に回転させる。 

3 .押さえノ \'ネがブリル皿受けに確実にはまつ 



お手入れのしかた(ブリル) 













ガス栓を閉じていると点火できません。 

全開にしてご使用くださし、。 

21 

バーナーキャップの炎 □ に煮こぼれなどがつまっている 
と点火しない場合がありまず。 

お手入れしてください。 

32 

電極（点火プラグ）やな;'肖えを全装置（炎検知部)、パ' 
-ナーキャップがめれたり、ミちれたりしていると点火し 
ない場合がありまず。 

お手入れしてください。 

32 

バーナーキャップが正しく取り付けられていないと点火 
しない場合がありまず。 

正しく取り付けてください。 

16 

長時間使用していなかったり、朝一番に使用ずる際など 
は点火に時間がかかる場合がありまず。 

点火操作を繰りおしてくださし、。 

21 

点火□ックされていると点火できません。 

点火 □ ックを解除してください。 

22 

乾電池が正しく取り付けられているか確認してください。 

19 

電池交換サインが点灯している場合は新しい単1形アル 
カリ乾電池2個と交換してください。 

19-38 




よくあるご質問 ( Q & A ) 


ち〇る 
てたす 
しつ〇 
にわた 
理変え 
調び消 
温力び 
高义乂 


とず 

るまも 

ぶしま 

にに〇 

化乂ぁ 
nr? く 

9 ^力 
2で合 

約動場 
ち自る 

が、！^ 

中力消 

ヨ|| /y ぐ、 

理火力 
調に火 
温めと 
高たる 
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よ < あるご質巧 


(Q&A) 



電池交換サインが点灯している場合は新しい単1形アル 
カリ乾電池2個と交換してください。 


9 


乾電池が正しく取り付けられているか確認してください。 


22 


点火□ックされていると点火できません。 
点火 □ ックを解除してください。 


27 


長時間使用していなかつたり、朝一番に使用ずる際など 
は点火に時間がかかる場合がありまず。 

点火操作を繰り返してください。 


クリル庫内が高温になっているとを全機能がはたらいて 
点火できません。 

庫内が;令めるまで3分程度待ってから使用してください。 


点义しなし、 


カス拴を閉じていると点火できません。 
全開にしてご使用ください。 


なべ底にこんぶや竹巧などをしくと焦げつきがひどくな 
る場合がありまず。 

ときどきかき混ぜたり火加減を調節しながら調理してく 
ださし、。 


20 


温度センサーやなべ底がミちれていたり、温度センサーが 
なべ底から離れていませんか？ 

このようなときはなべの温度を正しく検知できません。 


なべ底びひど< 
焦げついて 
乂び消えた 


焦げつきミ肖乂機能はなべの材質や調理により焦げつきの 
程度が変わりまず。ホー□-製のなべや、カレー、シチ 
ユー、カラメル、みそなどの水分がかない料理は焦げや 
ずくなりまず。 

弱火でときどきかき混ぜながら調理してください。 


ミ肖乂後も数秒間コン□バーナー炎□にルさな炎が残るこ 
とがありまず。 

バーナー内に残つた微量のガスによるもので異甫ではあ 
りません。 


火力が変わる際に炎が一瞬黄色くなつたり大きくなる場 
合がありまず 
異甫ではありません。 


クリル使用時にコン□を使用ずると、焼きものの煙に含 
まれる塩分（ナトリウム）などにより炎がホくなること 
がありまず。 

異甫ではありません。 


加湿器を使用ずると水分に含まれるカルシウムにより炎 
がホくなることがありまず。 

異甫ではありません。 


2 


風が吹き込んでいたり扇風機やエアコンなどの風が当た 
っていると、炎がかたよったり色がホくなったりしまず。 
炎に風が当たらないようにしてご使用ください。 


炎の状態 
(燃えかた、色)び 
おかしい 


換気をしないと燃えかたが変わったり炎がホくなったり 
しまず。 

使用中は必ず換気してください。 


よくあるご質司 ( Q & A ) 





























ご質問 


こうして<ださい 



調理びラま< 
でさなし、 


完全に解凍しないと、焼き色が薄かったり中まで火が通 
らないことがありまず。 

26 ' 

魚の数に合わせて、置く位置を調節してください。 

26 

みそ漬けやかず漬けの魚を焼くときは、 r みそ」や「かず」 

は取ってから焼いてください。 

26 

グリルとびらを確実に閉じてください。 

閉まっていないと焼き色が薄かったり中まで火が通らない 
ことがありまず。 

ノ 


グリル排気□や 
コン□部から 
煙び出る 


初めてブリルを使うとき、ブリル排気□やコン□部から 
煙やにおいが出ることがありまず。 

ブリルバーナー周囲の金属部品に残った加工;'由によるも 
ので異甫ではありません。 

25 

グリル皿やグリル焼網がミちれていたり、脂の多い魚など 
を焼いた場合は煙が多く発生しまずので、グリル排気 □ 

しソタトからも煙が出る場合がありまず。 

— 

グリルとびらを確実に閉じてください。 

閉まっていないとずきまから煙が出ることがありまず。 

ノ 




コン□消义後に 


ガスが燃え尽きる際に発生ずる音でず。 

\ 

「ポン」といラ音がずる 


異甫ではありません。 

\ 

ノ 


点义後ゃ消义後に 


加熱や;令ま P により金属が膨張、収縮ずる音でず。 

、 

キシミ音びする 


異甫ではありません。 

ノ 


コン□使用中に 


ガスがバーナー内部を通過ずる音でず。 


「シャ ー J という音がずる 


異甫ではありません。 

\ 

ノ 


グリル使用中に 


庫内が;令えている時に発生ずる燃焼音で、異甫ではあり 

、 

ポッポッ」という 


ません。 

— 

音びする 


温まるとなくなりまず。 

ノ 


ブザーび鳴り続ける 


部品が故障していまず。 

、 

ガス栓を閉め、お買い上げの販売店、またはフリーダイ 

39 

ヤルにご連絡ください。 

ノ 
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よ < あるご質巧 


(Q&A) 



電池交換サインび 
点滅する 


乾電池の交換時期がおづいていまず。 

点滅が点なに変わると使用できなくなりまずので、早め 
に新しい乾電池を華借してください。 


グリルの 

点义確認ランプび 
点滅する 


自動で火が;'肖えた後は点火確認ランプが点滅してお知ら 
せしまず。 

使用したグリルのボタンを;'肖火の状態に戻してください。 


乂力な、変わ5なし、 


火力調節しても炎の変化がルさかったり、変化しないよ 
うに見える位置がありまずが、異甫ではありません。 


クリルしか使っていない 
のにトッププレートが 
熱くなる 


ブリルからの熱でトッププレートが熱くなる場合があり 
まず。 

ブリル使用中や使用直後はトッププレートに触らないよ 
ラを意してください。 


コン□まわりの部品•グリル皿•グリル焼網は;'肖耗部品 
でずので、傷んできたらお早めに交換してください。 


コン□まわりの部品’ 
グリル皿•グリル焼 
網び傷んできた 


酸性やアルカリ性洗剤を使用ずると変色ずる場合があり 
まず。 

台所用中性洗剤を薄めて使用してください。 


ごと <• 

パーナーキャップ* 
グリル排気□カバ— • 
バーナーリングび変 
色する 


ごとくの先端は炎が当たり白くざらざらになりまず。 

異甫ではありません。ごとくは;'肖耗部品でず。交換部品 
として販売していまず。 


操作ボタンから 
手を放してち 
パチパチしている 


操作ボタンから手を放しても最長で10秒間パチノ\チが 
続きまず。 

異甫ではありません。 


点义ずると他のパーナー 
もパチパチずる 


他のノ（ー ナーも同時にノ 所 《チずる憧造でず。 
異甫ではありません。 


よくあるご質司 ( Q & A ) 
























(つづを) 


特にをいご質問をまとめました 


□ 


勝手に义がルさくなったり、义が消える 


0:調理中、火が勝手にルさくなったり大きくなったりしまず。 

A :温度センサーがはたらいて、自動で火力調節しながら、温度を一定に保ったり、 
高温になり過ぎるのを防いでいまず。ご瓜配はいりません。原=5ページ 


ク 


つ 


弱火 



に M ••位 

強火 


弱火 


コン□が自動 
で火力調節して 
いまず 


目 


高温調理にしたのに、勝手に义がルさくなったり、义が消えたりする 


Q ： 高温調理で調理していたら、急に火が;'肖えました。 

A :高温調理にしてから、連続してコン□を使巧できる時間は30分でず。 
温度センサーがはたらいて、自動で火力調節し、30分を過ぎると、 
自動で火が;'肖えまず。原=23ページ 

—ク30分 

※高温になりすぎたときも 
火が消えます。 





※高温調理にしていないときでも、連続して約2時間使用ずると自動で火が消えますので、 
煮込み料理のときにはごを意ください。 


日 


义がつかない 


0:操作ボタンを巧しても、点火しなくなりました。 

操作パネルの左側にある電池交換サインも点なしていまず。 

A :乾電池が;'肖耗していまず。乾電池を交換してください。 [^19 ぺージ 
乾電池交換の目安は1年でず。 


〈点滅〉 

電池交換サインび点滅したら、 
単1あアルカ U 乾電池 (1.5 V ) 
2個を準備してください。 


木 


〈点巧〉 

電池交換サインび点なすると、 
乾電池を交換するまではコン □ 
ちグ U ルち使えなくなります。 



火がつかなく 
なったときは 
電池交換サイン 
を確認！ 


よくあるご質問 ( Q & A ) 
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ブザーび鳴って、こんな表示 




ピ -5 回 


標準バーナー 

天ぷらミ由過熱防止機能作動 
焦げつき;'肖火機能作動 


強火カバーナー 


標準バーナー 

温度センサー過熱防止機能作動 

強火カバーナー 

ピ -3 回 


標準バーナー 

な;'肖えを全装置の作動 


強火カバーナー 


標準バーナー 

点火時に着火しなかった 

強火カバーナー 

xkt (グ1」ル点乂お認ランプ）〈庶威〉 

ブリル 

な;'肖えを全装置の作動 


ブリル 

点火時に着火しなかった 

ブリル 

ブリル過熱防止センサーの作動 


(電池交換サイン）〈点打〉 

—— 

電池交換サインのお知らせ 



標準バーナー 

コン□ミ肖し忘れ;'肖火機能作動 


強火カバーナー 


高温調理終了 


ブリル 

ブリル;'肖し忘れ;'肖火機能作動 


ブザーが 
鳴り続ける 
(ピー約 8 秒 
連続） 


標準バーナー 

温度センサー•ブリル過熱 
防止センサー-電子部品の 
故障 



強火カバーナー 

5¢;； (グ1」ル点乂お認ランプ）〈点滅〉 

ブリル 


強火カバーナー 

高温調理連続巧しエラー 


ブザ—が鳴って、こんな表示が出たら 
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が出た 5 





調理;'由の過熱 • 焦げつき-ミ肖し忘れによる過熱- 
空のきなど 

• 「よくあるご質問 Q & AJ を確認してください。 
♦やけどにを意して再点火を行ってください。 

♦天ぷらミ由過熱防止機能がはたらいて火が;'肖えた場合 
(温度センサーが高温のままの状態）は、点火しても 
手を離ずと火が;'肖える場合がありまず。 

5 .21 

34.35 

炎のふき;'肖え•煮こぼれした場合-点火しなかった 
場合など 

• 「よくあるご質問 Q & AJ を確認してください。 
♦周囲にガスがなくなるまで待ってから再点火を行って 
ください。 

5 .21 

34 

炎のふき;'肖え•点火しなかった場合など 

• 「よくあるご質問 Q & AJ を確認してください。 
♦周囲にガスがなくなるまで待ってから再点火を巧って 
ください。 

5.27 

35 

ブリルの空焼き-ミ肖し忘れ•連続して使用した 
場合 • かない食材など 

♦グリル過熱防止センサーがはたらいて火が;'肖えた場 
合（温度センサーが高温のままの状態）は、点火し 
ても手を離ずと火が;'肖えまず。 

♦約3分程ブリル庫内が;令えるのを待ってから再点火 
を行ってください。 

5.27 

乾電池の;'肖耗 

♦乾電池を交換してください。 

19 

使用開始から約2時間がたち自動で火が消えま 
した。 

♦操作ボタンを巧して戻してください。 

♦続けて使用ずる場合は、再点火を行ってください。 

5 .21 

30分がたち自動で火が;'肖えました。 

♦操作ボタンを巧して戻してください。 

21 .23 

使用開始から約15分（ブリル庫内が高温の場合 
約10分）たち自動で火が;'肖えました。 

♦操作ボタンを巧して戻してください。 

♦続けて使用ずる場合は、再点火を巧ってください。 

5 .27 

部品が故障していまず。 

♦ガス栓を閉め、使用を中止し、お買い上げの販売店、 
またはフリーダイヤルにご連絡くださし、。 

裏表紙 


ブザ—が鳴って、こんな表示が出たら 
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♦消耗部品は傷んできたら交換してください。おおめの場合は、当社交換部品•お手入れ品の販売サイト R.STYLE 
( http :// www . rinnai - stvle . ip /) または、お買い上げの販売店にておおめください。 


参2009年12月現在の価格でず。価格•仕様は、変更される場合がありまず。あらかじめご了承ください。 
♦単]おアルカリ乾電池はもよりの電気店などでお買いおめください。 

♦当社交換部品•お手入れ品の販売サイト （ R . STYLE ) では、上記しソ外の交換部品やお手入れ品などを幅広く取 
り扱っておりまず。本製品の交換部品は、お客様自身でお取り替えできる部品が対まです。 


ちれた自隔をを換しましょう！ 


消巧品•交換部品のネ 


当社製品の交換部品ぶ手入れ品をインターネット販売サイトよりごま文し)ただけます。 

http://www.rinnai-style.jp/ 



部 品 名 希望ル売価格(税込） 部品コード 



ご と く 

¥1,260 

010-340-000 

交 

バーナーリンブ 

¥368 

018-218-000 

梅 

パ、 -1- +_ 心、、, — 7〇 

強火カバーナー用 

¥1,365 

151-403-000 


標準バーナー用 

¥1,365 

151-404-000 

部 

ブリル皿 

¥1,890 

070-180-000 

□□ 

ブリル焼網 

¥893 

071-049-000 


ブリル排気□カバー 

¥840 

050-035-000 


交換部品(お客様にて取り替え可能な消耗部品) • 別売部品 


交換部品•別売部品のご紹介 








r 長期間使用しない場合 


♦お部屋のガス栓を必ず閉めてください。(つまみのないガスコンセントの場合は、ガスコンセントからソケットをはずず) 
♦ガス通路部にほこり力《入らないように機器のホースエンドやガスコードの接続□に必ずキャップをしてください。 

参乾電池をはずしてください。 cy 19ぺージ 
♦お手入れしておくと、巧回使用するときに便利です。 


：仕様•寸法図 




一 


1 時間当たりのガス消費量 

巧； 用 ノ J 

が旧お‘ 3ヴ J し 

ス 

—プ 

個 

別ガス消費 

量 

を点火時 




強火カ パーナー 

標準 パーナー 

グリル 

ガス消費量 

都市 

12 

A 

3.91 kW 

2'77kW 

1.73kW 

8.01 kW 

ガス用 

13 

A 

4.20kW 

2.97kW 

1ぶ 6kW 

8'60kW 

L P ガ 

ス 

用 

4.20kW 

2.97kW 

1 .94kW 

8.60kW 


♦本仕様は改良のためお巧らせせずに変更ずることがあります。あらかじめご了承ください。 


長期間使用しない場合/仕様•寸法図 


國は強火カノ t ーナーが左側の機器です。 


(単位: mm) 










アフタ■ヴービス/願時のお願い 


アフターサービス 


修理を依頼されるとさは 


保註について 


補修用性能部品の保有期 
間について 


転居されるとさ 


アフターサービス などに 
ついてわからないとさ 


お客様の個人情報の 
取り扱いについて 


『よくあるご質問 Q & A 』 をもう一度ご覧になって確認してください。それでも不具 
合のある場合や不明な場合は、ご自分で修理なさらずにもよりの販売店、またはフ 
リーダイヤルへご相談ください。アフターサービスをお申し付けの際は、巧のこと 
をお知らせください。 

(1) 製品名.ガス種類（塚= 7ページ） 

(2) 型式の呼び（銘板表示のもの）（恩=7ページ）及び品名（塚=3ページ） 

(3) 故障または異萬の内容（できるだけくわしく） 


(4) ご住所-お名前-電話番号-道順 


(5) 訪問ご希望曰 


当社は保証書に記載してあるように、機器の販売後、機器に故障がある場合、一定 
期間と一定ま件のもとに無料修理に応ずることをお約束しまず。（詳細は保証書を 

し見'\ 7 ころし、） 

保証書を紛失されますと無料修理期間であっても修理費をいただく場合があります 
ので大切に保管してください。 

補修用性能部品保有期間は、当製品の製造打ち切り後5年間となっています。（補 
修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です） 

ガスには都巿ガス数種類および LP ガスの区分がありまず。ガスの種類（ガスブル 
-つ。) が異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整が必要となりまずの 
で、転居先のガスの種類を確認のうえ、転居先のもよりのガス事業者にご相談くだ 
さい。この場合、保証期間内でも、調整•改造に要ずる費用は有料となりまず。 
ただし、ガスの種類によっては調整できない場合がありまず。 

お買い上げの販売店か別添の r 連絡先一覧表」を参照していただき、もよりの当社 
事業所にご連絡ください。また、リンナイフリーダイヤルをご利用ください。 

_函0120 -054-321 _ 

♦当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名前-ご住所-電話番号など 
の個人情報を、サービス活動および安全点検活動のために利用させていただく場 
合がございまずのでご了をくださし、。 

♦当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に委託ずる場合、を令に基づく 
義務の履行または権限の行使のために必要な場合、その他正当な理由がある場合 
を除き、当社 iU 外の第=者に個人情報を開示-提佛よいたしません。 


r 廃棄時のお願い 


本機器は乾電池を使巧していまずので、大型ゴミなどで廃棄される場合は、必ず乾電池を取りはずしてくださし、。 
そのままにしておきまずと思わぬ事故になることがありまず。 


製品についてのお問い含わせは 


本 社な 052(361) のり 

関東ま社巧03 (3471)9047 
東京ま店なの (3471)9047 
化関東ま店な 048(667)4321 
東関東を店で043 (273) 3360 
南関東ま店巧日が (320)30 引 
東北ま社 なの 2(238)8315 


〒が 4-0802 名ち匡市中リ I 区福住の2塞26号 
T 140-0002 東京都品り I 区東品川1 -6-6 
T 140-0002 東京都品り I 区東品 j 111-6-6 
干 331-0811 さいたま市化区吉野の1了目 396-1 
t 261-0026 千葉市美お区幕張西2 了目7—] 
T 221-0856 横お市巧奈リ I 区兰ツミ尺上 0T4 番 10 号 
刊 84-0002 仙台市若林区卸の東1了目 5- 5 


札幌ま店で日り (281)2 如6 
新焉ま店な0巧 (247)6610 
中部ま社で052 (363)8001 
関西ま社で日6(6786。601 
広島ま店で 082(277) 引31 
高おま店で087 (821)8055 
九州ま社 口 092(281)3234 


刊 60-0031 化幌市中央区北一条東 2 T 目 
干9如-日864新漏市東区紫竹 2 T 目1 -74 
〒が 4-0 如2名古屋市中り眩福住の2塞26号 
〒巧 0-001 4大限市西区化堀江 3 T 目10を21号 
干 733-0833 広島市西区商エセンタ ー4 T 目2 -1 
〒化 0-0066 高お市福岡の 2 T 目11番6号 
干81 2-0029 福岡市博を区ち門戸の2塞3号 


修理についてのお問い台わせは 

函0120 -054-321 


再生紙を使用しています。 


JT 0008-034 X 03 (00) 
WE -12 ◎ ◎ 
06000005161810 


ア フタ— サ—ビス/廃棄時のお願い 








